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はじめに
　新潟経営大学教員に着任して12年になる。「地域に
貢献する人物育成」を掲げる建学の精神に応えるべく、
わたしが担当する経営情報学科開設科目・演習Ⅱ（３
年次生・通年）、及び演習Ⅲ（４年次生・通年）では、
地元商店街などと連携し、まちおこしの活動に取り組
んできた。
　2013年度からは、地元商店と協働してローカルビジ
ネス１）を体験する活動をメインに学生の指導を行っ
ている。これは、2008年、加茂が「国産マカロニ発祥
の地」であることにちなみ、ご当地グルメとして開発
されたマカロニチップスを、学生の力で若い人たちに
広めることで、加茂のまちのブランド価値を高めてい
くことを目的にしている。この取り組みは、学生によ
り、「マカロニチップス・プロジェクト」と名付けら
れた。
　マカロニチップスは、現在、製造販売を手がける新
潟県加茂市内にあるマカロニチップスの店「ぱすたみ
すた」で、同店の代表である相田夕子氏によって開発
されたご当地グルメである。中島ゼミの学生は、ぱす
たみすたの商品に着目、店を訪ね「大学祭で販売させ
てください」とお願いすることから活動は始まった。
以来、３年にわたり、ぱすたみすたと協働し、流通チャ
ンネル拡大に向けたマーケティングや、新商品の開発
などに取り組んでいる。
　大学生が、地元商工関係者と協働しローカルビジネ
スを体験することは、学校以外の生活で他者と交わる
経験にとぼしい彼・彼女らをして、人間の視野を広げ、
社会性を育て、ソーシャルスキルを向上させることに
つながる。ひらたく言えば、「社会人として自己形成
を図る」ことになる。それに加えて、地域コミュニティ
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を構成する一員としての自覚をはぐくみ、社会へのコ
ミットメントを高めることになる。
　中島ゼミには、加茂市出身の者はほとんどいないが、
わたしは、ゼミの活動を通して、加茂のまちへの愛着
とまちづくりに向けた関心が育つことを期待してい
る。加茂で学びえた体験は、将来的に、彼らの故郷に
対する意識をも変えていくであろうと期待している。
ビジネスというものが単に、利益を追求するためのも
のでないことに気づいてほしい、という思いもある。
　本稿は、2013年から2015年度にかけて、中島ゼミで
取り組まれた「マカロニチップス・プロジェクト」の
実践をあとづけつつ、ゼミの学生たちが、いかなる行
動を提起し、どのような体験を獲得し、何を学びえた
のかを明らかにすることをねらいとしている。ローカ
ルビジネス協働は今後も継続していくが、「加茂マカ
ロニチップス・プロジェクト」の次なるステージの展
望と課題についても考えていきたい。
Ⅰ　大学生とまちづくり
１．平成の大学生のメンタリティ
　平成生まれの若者たちの世代的特性について「内向
き」、「縮み志向」、「さとり世代」とみなす世の論調が
ある２）。1989年告示の学習指導要領から、対人関係的
な能力の育成を志向する「新学力観」に基づく教育課
程による教育が学校ではなされてきたものの、それと
は矛盾するメンタリティが、この世代の若者に特徴的
に認められる。わたしが、20年近く大学生とかかわっ
てきて気にかかるのは、彼らに共通してみられる「萎
な
え」である。
　これは大学生にのみ特有なことではなく、中学校や
高校の現場の教員からも同様の話を聞く。昭和の終わ
りの1980年代、全国の高校で校内暴力が問題となった
とき、「乱れ」や「荒み」が指摘されたが、今やパワー
が削がれて脱力してしまっている。“やんちゃ”して
周囲のおとなを迷惑がらせる気力すら持ち合わせてい
ない、そんな指摘がある３）。青年期に特徴的とされた
社会への関心と参加意欲の高さは、今や“シニア”と
呼ばれる60～70代の人たちにむしろ顕著で、若者の特
権とはいいがたい。また、“コミュニケーション能力”
が低い、と評されることがあるが、それ以上に、他者
とのかかわりにおける反応の薄さ、すなわち“コミュ
ニケーション意欲”の低さを、大学教育の現場で切実
に感じることがある。
　「若気の至り」ならぬ「若気のへたり」ともいえる
こうした傾向を、わたしはかつて〈社会的さん欠状態〉
と名付けた。〈経験の不足〉〈承認の不足〉〈葛藤の不足〉、
これら三つを称して〈社会的三（さん）欠状態〉であ
る。〈経験〉・〈葛藤〉・〈承認〉、これらはいずれも、ひ
とが社会化するうえで欠くことができない。商品と
サービスが巷にあふれている今、若者はひとから与え
られたもので欲望を満たすことに慣らされてしまっ
た。すると生活態度はおのずと受動的になる。電脳メ
ディアの普及で、知性を形成する環境がバーチャル化
し、また地域コミュニティの崩壊が進み、他者とかか
わり、認められる経験、他者に揉まれ鍛えられる経験
がとぼしくなっていく。これらが欠落すると、自分の
考えや行動に対する他者からのリアルな応答が損なわ
れ、自己決定への意欲が弱まり、自尊感情や自己肯定
感が育たなくなる。「萎える若者」はこうして作りだ
されていくのである４）。
　わたしは日ごろ、大学生を指導する場面で、「自分
以上に見せる必要はないけれど自分以下になってはい
けない」と語っている。萎縮が過ぎるあまり、自分を
うまく表現できないもどかしさを抱えた学生は少なく
ない。若いうちは「やり過ぎるくらいが丁度よい」の
に、と。意識づけたり、心構えを諭すより、社会的経
験を与えて「自己を背伸びさせる」実践が、「社会人
基礎力」５）を育むことを期待される大学教育の場で
は必要と考える。
２．“まちあるき”から“まちづくり”へ
　新潟県の県央に位置する加茂市は、東南北の三方を
丘陵に囲まれ、西に平野部が広がる。一級河川の加茂
川が貫流し、これと並行して市街地が形成されてきた。
平安の時代から青海神社の門前町として栄え、伝統産
業に桐タンス、建具、酒造などがあり、「北越の小京都」
と呼ばれている。人口は約２万８千人、高等教育機関
は、学校法人加茂暁星学園の新潟経営大学、新潟中央
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短期大学の２校、高校は、加茂暁星学園高等学校、加
茂高等学校、加茂農林高等学校の３校があり、“文教
都市”としての顔をもつ。
　関東の典型的な郊外型ニュータウン、神奈川県相模
原市出身であるわたしにとって、恵まれた自然環境だ
けでなく長い歴史と伝統を有する加茂のまちは魅力的
に映った。
　本学の経営情報学部経営情報学科では、２年生から
「演習」の授業がスタートし、４年までの通年・必修
科目として開設されている。これは、小規模校である
大学のメリットを活かし、経営情報学科専任教員の指
導のもとで少人数グループによる学びを体験できる、
通称“ゼミ”である。中島ゼミでは、現在、２年生（演
習Ⅰ）は「加茂を含む県内外各地のまちあるき」を、３・
４年生（演習Ⅱ・Ⅲ）は「加茂マカロニチップス・プ
ロジェクト」の活動に取り組んでいる。
　加茂市商店街は、1999年から、商店街組合員により、
「加茂市の商店街は美しく、健康に学び、出合いなが
らながいきをするための商店街」をテーマに「ながい
きストリート」と呼ばれる商店街づくりに取り組んで
いる。これは、同商店街が、高齢者の利用割合が高く、
「高齢者の活き活きとした人情味あふれる生活の光景
があることが商店街の良さ」であるとし、「商店街と
住民の息の長い繁栄の願い」を込めて環境を整備し、
さまざまな行事や催しを行っている。
　ＪＲ加茂駅前から南に約1.5kmにわたり伸びる目抜
き通りは「ながいきストリート」と名付けられ、８つ
の商店街が連なっている。ながいきストリートでは、
「高齢者が安心して楽しく買物ができるだけでなく、
健康づくりのウォーキングや散歩コースにも活用さ
れ、商店街がコミュニティの場としての機能も持つよ
う」デザインされている６）。
　２年生から始まる中島ゼミは、加茂のまちあるきか
ら活動が始まる。ながいきストリートを歩き、各店自
慢のグルメを食し、観光スポットに立ち寄る。日ごろ
学生たちは、加茂駅からの路線バスやスクールバス、
自家用車で通学しているため、商店街を歩くことは少
ない。そのため、ながいきストリートに学生の姿を見
ることは稀である。商店街の店主、店員だけでなく、
一般の買い物客までもが、若者の姿への珍しさから、
声を掛けてくる。
　ながいきストリートには、「ながいき鏡」がアーケー
ドの柱に掲げられ、「ながいきベンチ」が随所に置か
れる。これらは、先のながいきストリートのコンセプ
トを具体化したものであるが、学生の目にはめずらし
く映るようだ。2006年６月、ゼミの活動で初めて歩い
たとき、学生は商店街の印象について、グルメ商品の
おいしさを挙げながらも、「駅が近くなのに中学生や
高校生向けの店が無く、利点が活かされていない」「若
い人が経営している店が少ない」「駅から離れるにつ
れ買い物客の数が少なくなる」など、若者の店が少な
いことや活気のとぼしさを指摘している。
　また、こんな声もあった。「店が古いし、雰囲気が昔っ
ぽいので個人商店は入りにくい、シンとしていて監視
されそう、（人に）見られるのが俺は嫌だ。スーパー
の方が買い物はしやすい」。コンビニやスーパーマー
ケットでのショッピングに慣れた若者にとって、昭和
の名残をのこす商店街の個店はこじんまりとし、アッ
トホームなるがゆえに、逆に、息苦しさ、うっとおし
さを感じてしまうようである。
　だが、商店街は単にショッピングのためだけではな
く、人と人とがふれあい、交流をはかる場である。店
主、店員とのコミュニケーションで得られる地域情報
＝「街ネタ」や生活情報などは、商店街を利用するこ
とで得られる付加価値である。まちあるきによる観察
から踏み込んで、学生と地元商店街が交流を図ること図１　ながいきストリートの立て看板
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で、商店街という「まち」の魅力を再発見し、一緒に
なって「まちづくり」に取り組む機会を作りだす、そ
のことで学生の地域社会への参画意欲やソーシャルス
キルを高めていく――そんな展開を考えるようになっ
た。
　2006年10月、加茂市商店街の一つ、五番町商店街か
らお誘いがあり、同商店街が主催する「ごっつぉ祭り」
に中島ゼミが他のゼミとともに参加させていただくこ
とになった。ごっつぉ祭りは「食」を中心に商店街の
活性化に取り組む五番町商店街振興組合が主催するイ
ベントである。学生たちは、露店販売の手伝いや、ス
テージでバンド演奏を披露するなど、イベントスタッ
フとなってこの事業に参加した。ごっつぉ祭りへの参
画は、以来、現在に至るまで続けられ、商店街の人た
ちとの交流により、地域をより身近に感じ、商店街の
内側から加茂のまちについて知る場になっていったの
である。
３．ご当地グルメ“マカロニチップス”の地域性
　加茂には、伝統的な和洋菓子を販売する店が多く、
また、平成に入っても、「たなべのかりん糖」（田辺菓
子舗／加茂市若宮町）のように、全国的にその名を知
られる商品も生まれている。
　マカロニチップスは、ペンネをゆでて水分を取り、
加茂市七
なな
谷
たに
産の米粉をまぶし、高温の高級油で揚げ、
スパイスパウダーで味付けをしたスナック菓子であ
る。軽い食感ながら歯ごたえとスパイシーな味わいが
あり、ビールやカク
テル、ワイン、日本
酒などとの相性もよ
い。現在、コンソメ、
ブラックペッパー、
カレーなど９種類の
味があり、ぱすたみ
すたの他、加茂市内
では加茂土産物セン
ター、加茂美人の湯、
千代田ベーカリー、
市外では新潟ふるさ
と村、ＪＲ新潟駅と越後湯沢駅構内の「ぽんしゅ館」
などで販売されている。通信販売でも購入できる。
2014年では、市内３店舗、市外７店舗、県外１店舗に
おいて販売されている。
　『加茂市史』によると、加茂町にあって、1908（明
治41）年、製麺所を営んでいた石附吉治氏が、横浜の
貿易商からマカロニの製造を頼まれたのがきっかけ
で、大正に入り、独自にマカロニ製造機を発明し、製
造したのが国産の始
まりとされる。
　当初は「穴明き饂
う
飩
どん
」と呼ばれ、顧み
るものがなかった。
昭和に入ると少しず
つ海外から注文が
あったが、1918（大
正７）年からは大量
の注文が舞い込み、
製造が追いつかぬほ
どの好況に恵まれ
た、という７）。
　全国のマカロニ生産量の４割を加茂が占めた。現在
の上越市高田出身の芳澤謙吉（1874－1965）が犬養内
閣の外務大臣にあったとき、イタリアに行き、あまり
に美味だったので土産に買って帰り、箱を開けてみた
ら“メイド・イン・ジャパン”と書かれており、加茂
の製品であったと知って大笑いしたという逸話が残っ
ている８）。昭和初期には、月10トンを製造していたと
の記録が残されており、1950年代前半になると、本場
イタリアから全自動による大量生産機械が導入され、
大手メーカーが市場を拡大し、1970年代には、加茂市
内にあったマカロニ製造業者は消失している。
　こうした歴史から、2008年に加茂商工会議所がマカ
ロニを使った加茂の一品や名物となるマカロニ料理の
検討を進め、市内の飲食店が参加し、「加茂新食研究会」
を設立、マカロニ料理を加茂の新名物として普及、定
着を図ることを目標に活動している。2009年には、中
小企業庁「地域資源∞全国展開プロジェクト事業」の
採択を受け、専門家による指導や試作を重ね、勉強会図２　マカロニチップス
図３　 昭和の時代に造られたマカロ
ニ製造機（新潟県農業総合研
究所食品研究センター蔵）
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などを実施し、商品づくりに取り組むとともに、地元
のイベントへ出店、一般の人を対象にしたマカロニ料
理の講習会を開催するなどのＰＲ活動を行っている。
2011年、市内穀町でスナックを営んでいた相田夕子氏
は自宅の一部を改装し、マカロニチップス専門店「ぱ
すたみすた」を開店している９）。
　ご当地グルメは、通常、日本の特定地域内において、
地域振興活動の一環として開発され、定着していった
料理であり、郷土料理とは区別される。マカロニチッ
プスも、まちおこしと結びついた「ご当地グルメ」で
あるが、大正時代にさかのぼる「マカロニ国内生産発
祥の地」と結びつけ、伝統色を打ち出している。加茂
が「マカロニ国内生産発祥の地」となったのは、その
産業地盤において、江戸時代からは白玉粉、明治から
は素麺やうどんの特産地となるなど、高い食品加工技
術が連綿と受け継がれてきたことによる。
Ⅱ　プロジェクトの立ち上げと交流のひろがり
１．学生の着目
　2013年に、中島ゼミが加茂のご当地グルメ、マカロ
ニチップスを製造販売するぱすたみすたと協働し、「加
茂マカロニチップス・プロジェクト」をスタートした
のは、当時３年生だったゼミ生から要望があったから
である。
　学生が数ある加茂のご当地グルメの中から、マカロ
ニチップスを選んだのは、ひとつには、比較的新しく
出た商品であり、販路開拓への期待が見込めること。
二つ目には、おしゃれで“若者受け”すると思われる
商品であったこと。第三に、値段が手ごろで食べ歩き
に適した商品であること、が理由である。
　2013年度のゼミの活動計画では、大学生、高校生な
どをターゲットにしたマーケティングを実施すること
になった。①ぱすたみすたの既製商品のうち学園祭な
ど若い人が集まるところでどの味が売れるのか試食販
売を行う、②若者の嗜好に合う学生オリジナルの商品
を新しく開発すること、を目標に掲げている。
　経営学を専門としないわたしは、マーケティングリ
サーチ、販売戦略などについて技術的な助言を行うこ
とはない。ゼミでは新潟経営大学以外に近隣の高校、
大学でも試食販売を展開していく方針であったので、
外部機関と連絡調整を図ることで活動を後押しするこ
とにした。プロジェクトの活動は、３年生のゼミ長が
他の４人のメンバーと話し合い、ぱすたみすた代表・
相田氏からのアドバイス、サジェスチョンを仰ぎなが
ら、目標と役割分担、スケジュールを決定する。指導
教員であるわたしは、その都度報告を受けるが、基本
的に学生の自発性、自主性を尊重するスタンスをつら
ぬいている。
２．小売店との協働
　2013年に、中島ゼミ演習Ⅱメンバー、３年生６名で
立ち上がったマカロニチップス・プロジェクトの最初
のアクションは創業者である相田夕子氏へのインタ
ビューであった。
　同年６月、彼らは加茂市内穀町にある相田氏が経営
するぱすたみすたに学園祭での販売の許可を得るお願
いに伺った折に、時間を取ってもらい、事前に用意し
た質問をもとに話を訊いている。
　「どうしてマカロニチップスを作ったのか？」「マカ
ロニチップスの味を作りだすときの苦労」「マカロニ
チップスは売れる商品になると思ったか？」「売り上
げについて」「マカロニチップスのこれからの展望」
などである。
　マカロニチップスを製造販売するぱすたみすたは、
家族経営のこじんまりとした店である。2011年１月に
本格的にビジネスをスタートさせてから、おもに夕子
図４　ぱすたみすたの店舗を背に
代表の相田夕子氏とゼミ学生
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氏と夕子氏のおかあさんとで切り盛りしてきた。代表
である夕子氏が営業と販売を担当し、おかあさんが製
造を担当する。調理場の温度は42度まで上がり、湿度
は70パーセント、ときに熱射病の初期症状が出るほど
の環境である。なので、多く生産はできない。とはい
え、機械化された工場で生産するようになると、味が
変わってしまうので手づくりにこだわる、という。商
品について、取引先が増えても、材料費や光熱費がか
かってしまい、商品価格をぎりぎりに抑えるため宣伝
広告費、人件費をかけられない現状にある。
　相田氏は、今後のビジネスの展望について、「地道に、
細く長く続けて」いき、「加茂の人に知られ、愛される」
グルメとして定着させたいと述べる。そして、「最終
的には、加茂の駅前商店街を活性化していきたい」と
語っている。ゼミ学生からの協働の申し入れについて、
「これまで、大学生が加茂のまちのイベントにかかわ
ることはさほど多くなかったが、大学生とともにマカ
ロニチップスを広めていきたい」と10）、新潟経営大学
の学生に寄せる期待を明らかにしている。ゼミのメン
バーは、ときにぱすたみすたを個人的に訪ね、相田氏
やおかあさんとお茶を飲みながら、ゼミの運営につい
て相談するなど、インフォーマルな交流を重ね、連携
を密にしている。
３．コラボ商品の開発とキャラクターデザイン
　地元小売店と協働しての新味商品の開発は、マカロ
ニチップス・プロジェ
クトの目標であった。
学生に支持される味が
何かを知るために、学
内で調査を行ない、ゼ
ミで話し合いを重ね
た。その結果、既存の
商品にはない“辛み”
の味に着目し、「ホッ
トチリペッパー味」を
開発することに決定し
た。幾種類ものスパイ
スパウダーを調合し、
試食を重ねて、新味の土台を作りあげた。
　これを元に、ぱすたみすたに試作品を製造してもら
い、2013年10月下旬に開催された新潟経営大学の学園
祭で販売を行なった。ホットチリペッパー味は、ハバ
ネロをスパイスに使い、パンチのある激しい辛さが特
徴である。これに合わせて、マカロニチップス・プロ
ジェクトのオリジナルマスコットキャラクター「マカ
リス」をメンバーが考案、2014年10月から、市場販売
商品となったホットチリペッパー味のラベルシールに
用いられることになった。
　マカリスは、加茂山公園のリスをイメージしたキャ
ラクターである。性別はオスで、シャツには“Ｋ”の
文字が描かれている。これは、加茂と経営大の頭文字
から取ったものである。マカリスの特徴である大きな
シッポはマカロニの形状をなしている。加茂は雪椿の
群生地として知られ、市の花でもあることから、背景
に雪椿があしらわれ、また、「マカロニ国内生産発祥
の地！加茂」というコピーとともに、加茂の地域性を
強調している。このデザインは中島ゼミ３年生のＡ君
が考案したものである。
　同年、Ａ君のアイデアで、新潟経営大学、新潟中央
短期大学での商品販売とあわせて「マカリスぬり絵教
室」を開催することになった。Ａ君が作成した愛嬌あ
る姿のマカリスの下絵に、子どもたちがクレヨンや
マーカーで思い思いに彩色し、学園祭の会場に貼りだ
すコーナーである。これが、子ども連れ家族に好評で、
2015年にも実施され、参加する子どもたちは絶えるこ
となく、好反応であった。
図５　コラボ開発商品
ホットチリペッパー味 図６　新潟中央短期大学で開かれたマカリスぬりえ教室
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　また、学生が選んだ個性ある作品には「かわいいで
賞」など、ユーモラスな名を冠した賞が与えられ、寸
評とともに、大学のホームページに掲載した。作品を
提供してくれた子どもには、手づくりの「マカリスシー
ル」をプレゼントした。学生たちは、商品マスコット
を介して学園祭に訪れた地域の人たちとふれあう経験
をする。このように、ご当地グルメ「マカロニチップ
ス」のＰＲ活動を通して、地域の子どもと交流する機
会が、生まれていったのである。
４．県内大学との交流
　マカロニチップスを購入する若者は、割合的に男性
よりも女性が多い。学園祭などのイベントに出店する
際、各味のうちどの商品が好まれるか、参考にしよう
と、2014年７月、女子学生の多い新潟中央短期大学に
出向き、学生間交流とマーケティングを兼ねた「Ｍカ
フェ」（マカロニチップス・カフェ）を実施した。お
茶を飲みながら歓談し、各味の「おいしさ」を点数付
けし、食べ方の提案など感想を聴取した。距離的に近
くにありながら日常的な交流にとぼしい学校なので、
担当したゼミメンバーは刺激を受けたようである。ま
た、 同 じ 年 の ９ 月 に 開 催 さ れ た 地 域 イ ベ ン ト
AKARIBAでの、ぱすたみすたとのコラボ出店でも、
短期大学の女子学生が販売協力をするなど、連携を深
めている。
　また、新潟市秋葉区新津にキャンパスのある新潟薬
科大学とも交流を行なっている。2014年10月、同大学
の学園祭「新薬祭」で初めて出店し、マカロニチップ
スを販売している。中島ゼミでは、2013年から新潟薬
科大学の学友会と交流が始まり、中島ゼミの学生が新
潟薬科大学キャンパスを訪れランチを共にしたり、ま
た同大学の学生を加茂に招き、“グルメのまちあるき”
を案内したりと交流を続けてきた。中島ゼミの学生た
ちは、学友会とのつながりから、新津青年会議所が主
催するハロウィンイベントに出演したり、新津の商店
街店主のお誘いを受け、地元の祭りで新津松坂を踊っ
たりと、新津の地域行事にも参加するようになる。学
生間交流が、加茂以外の地域に活動を広げる契機をも
たらしたのである。
　また、高校生とも交流を図る場面が増えていった。
2013年から新潟経営大学のオープンキャンパスで、中
島ゼミの学生が、参加した高校生にマカロニチップス
を食べてもらい、感想をたずねる交流マーケティング
を行なっている。2014年からは、オープンキャンパス
参加者に、マカロニチップスの袋入り商品が記念品と
して配布されるようになった。また、2013年から、同
じ学校法人である加茂暁星高等学校の学園祭でもマカ
ロニチップスの出店販売をしている。
　平成の日本社会について、よく人間関係の希薄化が
問題となるが、大学生の人づきあいを見ると、家庭や
大学、バイト先に限られ、出会いが外に広がらず、交
際範囲が内に閉じている印象を受ける。スマートフォ
ンが普及し、ＳＮＳを用いる彼・彼女らは、外に目を
向けず近しい仲間とのやり取りに完結してしまいがち
だ。その点、グルメは人と人との垣根を低くする。「お
いしい」というリアルな味覚体験を分かち合うことで、
人は他者と共感しあい、つながりあっていく。留学生
も、高校生も、大人も子どもも、「おいしい」という
シンプルな共通言語で共鳴し、心を通わせることがで
きるのである。
５．パネルディスカッション参加
　2014年10月、加茂商工会議所青年部の公開例会「若
い力で地域活性化」で、加茂マカロニチップス・プロ
ジェクトのメンバーの一人が、パネルディスカッショ
ンにパネラーとして登壇した。テーマは「若い力でま
図７　加茂商工会議所青年部公開例会
「若い力で地域活性化」パネルディスカッション
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ちづくり」。パネラーは他に、地域活性化モデルで、
株式会社オフィスしたみち代表取締役社長の今井美穂
氏、2013年度ミス雪椿クイーンの對馬愛子氏、加茂商
工会議所青年部会長（当時）の中林邦朗氏、学生パネ
ラーは加茂マカロニチップス・プロジェクトのＷ君の
ほか、新潟経営大学・伊部ゼミ「加茂ヒマワリスプロ
ジェクト」メンバー、新潟大学ダブルホーム・Ｋホー
ムから一人ずつが参加している。
　企画の趣旨は、若者の目線から「加茂の良いところ
を抽出して、活用方法を検討する」ことにあった。加
茂ヒマワリスプロジェクト、新潟大学ダブルホーム・
Ｋホームはともに加茂のまちづくりに取り組む大学生
グループである。この時の公開例会は、第一部の今井
美穂氏の基調講演とともに、「加茂の活性化」につい
てヒントを探ろうというねらいである。パネルディス
カッションでは、「加茂市内の商業圏の活用」「学生都
市として位置づけと戦略」「加茂の自然の活用」「日本
のマカロニ製造発祥の地」とからめての「マカロニ商
品について」と、四つのテーマについて討議がなされ
た。
　中島ゼミを代表して登壇したＷ君は、マカロニチッ
プス・プロジェクトの活動を通してかかわるように
なった加茂のまちの魅力と課題について、また、プロ
ジェクトのこれからの展望を語った。討議の中で、加
茂には若者が遊べるところがない、という意見が出た。
今井美穂氏は、「若者が喜ぶような新しいモノを新し
く作りだそうとすることは、（新潟市の繁華街である）
万代や古町でも無理である。若者のために何かを新し
く作る必要はない、加茂は（文化）資源と（自然）環
境に恵まれたまちなので、これらをうまく活かす発想
を持つことが大切である」といった旨の発言をしてい
る。
　時間の制約があり、今井氏が提起した議論は深まら
なかったが、「ないもの
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ねだりよりあるもの
4 4 4 4
活かし」を、
という指摘は核心を突くものであった。まちづくりを
考えてみるとき、既存の資源に発想の息吹を吹き込み、
新しく付加価値を創造することは、有効なアプローチ
だからである。
　マカロニチップス・プロジェクトも、マカロニチッ
プスという“すでにある”商品をして、“若者に向け
て発信”という発想で付加価値化をはかり、訴求力を
高めていくことを目指している。加茂のまちに若者を
呼び込むには、たとえば商業アミューズメント施設を
新規にオープンさせるというような外発的な方法では
なく、地域の産業と文化に根差したご当地グルメを発
信していく方が、現実的に実効性が高いことは確かで
ある。中島ゼミは、２、３年生のほぼ全員が参加し、
今井氏をはじめ、登壇者の発言から自分たちの活動を
意味づけ、動機づけていくための示唆を受け取ってい
る。
Ⅲ　プロジェクトの進展と地域社会への参画
１．東京・原宿での販売体験
　2015年、マカロニチップス・プロジェクトは３年目
を迎えた。16年度より新たに既設の経営情報学部に加
えて観光経営学部が開設されることもあり、「ご当地
グルメによるまちおこし」に取り組む中島ゼミは、学
外からも次第に注目されるようになっていった。
　プロジェクトの新しい展開のひとつに、東京進出が
ある。渋谷区表参道で開催された「新潟県央地域『技
と地域の魅力』フェア」において、ネスパスの来店者、
イベント来場者に「越後の小京都・加茂」の魅力を紹
介する機会をいただいた。
　このフェアは、新潟県三条地域振興局、新潟経営大
学、「大学と地域の協働による観光活性化モデル事業
協議会」が主催するイベントで、2015年９月11・12・
13日の３日間、東京都渋谷区にある表参道・新潟館ネ
スパスで開催された。ネスパスは“食”を中心に新潟
県産品の販売・イベント、観光情報、Ｕターン就職情
報の提供を行なうアンテナショップである。フェアで
は、鎚
つい
起
き
銅器の老舗・玉川堂トークショーや、鎚起銅
器製作体験や研磨体験ワークショップなども行われ
た。
　中島ゼミの学生はマカロニチップスのほか、ローカ
ル戦隊ヒーロー「カモレンジャー」などをＰＲし、東
京の人に、加茂の魅力を発信することをねらいにアイ
デアを出し合い、企画書、計画書を取りまとめ、大学
と地域の協働による観光活性化モデル事業として実施
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することになった。
　フェア開催期間中は、イベント来場者やショップを
利用されるお客様に、大学でのゼミ活動の取り組みを
プレゼンテーションしたり、小
ふ る さ と
京都戦隊カモレン
ジャーショーを行なったりした。また、あわせて、マ
カロニチップスのイベント限定商品の販売やコラボ新
製品「マイルドチリペッパー味」の試食体験と販売も
行っている。
　参加した学生メンバーは６名。４年生のキャップで
あるＨ君のほか、他の５人のメンバーは、それぞれ会
場設営、調理販売、庶務会計など業務を分担し、マネ
ジメントを行なった。また、初日のカモレンジャー
ショーでのＭＣ役として、新潟中央短期大学の女子学
生１名が参加し、イベントを盛り上げた。
　表参道ネスパスに来店する一般客の圧倒的多くは、
加茂についてほとんど情報を持たない、また、知る者
にあっても、取り立てて関心があるわけではない。加
茂は、佐渡、湯沢、弥彦などの県内観光地に比べると
知名度は低い。イベントに際して、加茂市役所の商工
観光課から、加茂市の産業、観光、物産などを紹介す
るタペストリーをお借りし、会場スペースに展示した
ものの立ち止まって眺める姿はほとんどなかった。マ
カロニチップスの販売では、「シャカロニチップス」
という揚げ立てのマカロニチップスに好みのスパイス
パウダーをその場でふりかけて食べる“イベント限定
商品”を販売した。これは、ゼミ学生が考案したオリ
ジナル商品であるが、キッチンと販売スペースとが離
れていて、揚げ立て感が直接お客さんに伝わらず、期
待した売り上げをあげることはできなかった。一方、
カモレンジャーは好評で、三体で、ネスパスの前の通
りに立ち、呼び込みを行なうと、外国人や若者などを
中心に、握手や写真撮影を求める人たちが集まり、思
わぬ集客効果を発揮した。
　都心に出て、３日間のイベントをマネジメントする
経験は、参加した学生たちの意欲を高揚させた。また、
利益は高くはなかったが、メンバーの達成感は大き
かった。マカロニチップスの販売業務に当たったＳ君
（３年生）は、ネスパスの専従販売員が、学生たちの
ぎこちない動作をとらまえて、笑いに変えてお客さん
を沸かし、購入行動につなげたトークの妙に、「プロ
の話術」を認めている。学園祭などの学校イベントと
は異なり、「加茂の学生さんだから」というよしみや
情けで買ってくれる者はいない。「ユーモアの大切さ
を実感しました」と語るＳ君は、単に商品を並べ、声
を出しただけでは目を向けないお客さんの購買意欲を
刺激するするプロのテクニックに感心している。学生
たちは、このように、通常の大学授業では学びえない
実践的経営術を、体験的に学びうる経験を獲得したの
である。
２．地元中学校への出前授業
　３年目の新しい展開のもう一つは、地元中学校への
出前授業である。2015年７月、加茂市内にある加茂市
立須田中学校、３年生の家庭科授業に、マカロニチッ
図８－１
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（東京都渋谷区）
図８－２　ネスパスで販売するゼミ学生
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プス・プロジェクトの学生２人が講師として招かれた。
同校の家庭科教員が、新聞の記事でプロジェクトの活
動を知り、わたしを通して要請があり、実現すること
になった。
　メンバーのうち２名の学生が、授業計画を立案した。
作成した学習指導案を見ると、主題は「加茂マカロニ
チップス・プロジェクト」の取り組み、とある。ねら
いには、「新潟経営大学の学生による地域活性化の活
動を生徒に学んでもらい、地域社会と学校との結びつ
き、子ども・若者の消費行動が地域産業の振興に果た
す役割について理解をうながす」とある。
　現行の中学校学習指導要領・家庭科では、領域の一
つに「食生活と自立」が設けられ、「地域の食文化」
に目を向けさせる食育の指導が求められている。ご当
地グルメへの関心が、郷土や地域への愛着をはぐくみ、
地場産業に対する理解を深めることをねらいとする授
業であった。
　授業では、４年生のＷ君とＨ君が、プロジェクトの
活動において、マスコットキャラクターを考案したり、
ぱすたみすたと協働して激辛味の新商品「ホットチリ
ペッパー味」を開発するなどの取り組みを行なってき
たことを説明した。その後、生徒たちは４班に分かれ
てのグループワークとなり、味、食感、フレーバー、
食べ方の工夫の４つの事柄について、意見をまとめ、
発表してもらうことになった。17人の生徒は、「のり
しお」や「かりんとうキャラメル」などの５種類の味
を試食した。初めて口にする生徒も多く、歯ごたえの
ある食感をたのしみながら話し合いを行なった。
　マカロニチップスのおいしさを引き出すための「食
べ方の工夫」について、生徒からは、「牛乳をかけて
シリアルのように食べる」「チーズ味やピザ味がある
とよい」「アイスと一緒に食べたい」など、ユニーク
なアイデアが次々と出された。生徒の一人は、「チッ
プスがどんな目的でできたのか知らなかった。いろい
ろな味を食べ、加茂のことも知ることができて良かっ
た」と語っている。ご当地グルメの味覚を楽しみ、地
域について学ぶ授業になったことが理解されよう。講
師の一人であるＷ君は、「おいしいと言ってもらえ、
手ごたえを感じた。子どもらしい発想による柔軟な意
見が多く、活動の参考になったと」と述べている11）。
　メンバーの学生は、マカロニチップスが、中学生に
も受け入れられるグルメであることを実感している。
のちに、ぱすたみすた代表の相田氏から聞くところに
よると、この授業に参加したある生徒が、「授業で食
べておいしかったから」と、家族と同店を訪ね、マカ
ロニチップスを購入していったという。地域の人に支
持されてこそのご当地グルメ――地域の食文化を、生
徒がその家族に伝え、消費行動に向かわせたことも成
果として認められよう。
３．協働関係を築くコミュニケーション
　2015年度現在、プロジェクトに取り組む学生は３年
生が８名、４年生は９名である。彼らは、異口同音に
中島ゼミを選んだ理由について、「楽しそう」「交流し
ながら学べる」「机上の学問では身に付かない実践力
が身につく」といった事柄を挙げる。
　マカロニチップス・プロジェクトの活動は、大学の
通常時間割以外にも土曜や日曜、祝日になされること
が多く、アルバイトに熱心な学生は両立が困難なため、
所属ゼミの希望調査で中島ゼミを選ぶことはない。
　学生が従事するアルバイト業務の多くが、コンビニ
やスーパーマーケット、居酒屋等の店員など接客を主
とする仕事である。異年齢、異世代の人とかかわり、
コミュニケーションをはかることで、挨拶や礼儀など、
ある程度の社交能力の獲得、向上を期すことはできる。
だが、彼らがマカロニチップス・プロジェクトの活動
に期待するのは、多様な人たちとのリアルな交流であ図９　加茂市立須田中学校での出前授業
－ 49 －
るといってよい。
　プロジェクトの活動に参加するまで、異世代の人た
ち、ことに大人と直接的にかかわる経験がとぼしかっ
たという３年生のＭ君は、こう述べている。「今まで
僕は大人の人たちを“警戒”していました。“警戒”
というのは、違う世界の人たちなのだからと、自分の
方でバリアを張っていたのです。年上の人と接するの
に礼儀を使わなければなりません。でも、今は変わり
ました。礼儀をもって接することと親しく接すること
は別なのです」と。
　Ｍ君に限ったことではないが、学生は学外でのイベ
ント等で、さまざまな大人とコンタクトし意思の疎通
をはかり、行動をともにする経験をする。慣れないう
ちは、学生の態度は素っ気なく、堅く、ぎこちない。
初対面の人との最初のコンタクトで、挨拶から先の言
葉が出てこないことがよくある。今の大学生にとって、
よく知らない大人と世間話を交わすことすら、ときに
困難であったりする。
　「何をどうしたい」、という意思の開示があって、は
じめて、「どうすればよいか」という行動に向けての
問いが共有化されるのであるが、分からないことが
あっても遠慮心がはたらき、近くの大人に尋ねること
が難しかったりする。Ｍ君のように「礼儀をもって接
することと親しく接することは別」という認識を持つ
ことで、学生の方から心を開き、すすんで相手に働き
かけていくことができるようになる。多少ぞんざいで
あれ、はっきりと意思を伝えることが、ビジネスの現
場では、必要になってくる。このように、学生にあっ
て、他者と関係を築くコミュニケーションの基礎は、
リアルな対人接触によりもたらされる意識のゆさぶり
を通して体得されていくのである。
Ⅳ　まちづくり参画の意義と展望
　これまで述べてきたように、中島ゼミ「マカロニチッ
プス・プロジェクト」では、キャンパスのある加茂で
のローカルビジネス協働体験を通して、学生の社会へ
の参画意欲をうながす指導を行ってきた。
　これは、学生をして地域社会を構成する一員として
の自覚と責任を植え付けるだけでなく、自分という存
在が人の役に立っている、という社会的有用感と自信
を育むことを期しての試みとなった。
　学生は、地元の小売店舗、商店街のほか、商工関係
者とかかわり、近隣の学校と交流、連携をはかりなが
ら、プロジェクトを実行してきた。ときに地域の人た
ちの助力と知恵を借り、また、他校の学生から刺激を
受けながら、生きた社会を学ぶ経験を３年にわたり継
続してきたのである。
　プロジェクトの活動を通して、学生たちの姿を見て
きて感じたことのひとつは、外部からの「承認」の持
つ意味である。学生は、学内にあって近しい仲間や教
員から褒められたり、称
たた
えられたりして得られる承認
よりも、地域の人からの、叱咤激励も含めて得られる
「承認」の方が強度をともなって彼らの心に響く。リ
アルなまちおこしの現場を担う人たちの言葉には説得
力がある。
　ぱすたみすた代表の相田氏も、イベントでの出店販
売を学生と一緒におこなったとき、設
しつら
えを若者向きに
レイアウトするセンスやお客の性別、年齢に応じたコ
ミュニケーションの使い分けに、「一を告げると、十
とまではいかないまでも、五、六はやってくれる呑み
込みの早さ」を12）評価する。彼らは、教室では見せ
ることのない能力の高さをビジネスの現場において発
揮し、承認を受ける機会を得ていくのである。
　二つ目が、大学生の地域に対する愛着と理解である。
地方の大学でありながら、学生は、自分の暮らす地域
の産業、歴史、文化にうとい。「あなたの地元の特産
物は何ですかな？」と尋ねても、「知らない」「特にあ
りません」と返ってくることが常である。ただし、彼・
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彼女らは、地域にそもそも関心が無いのではなく、こ
れまでに目を向ける機会、接する機会を与えられてこ
なかったのである。プロジェクトの経験は、学生の地
域に対する認識を変えていく。ゼミの学生は、多くが、
卒業後に民間企業や公官庁に就職するが、社会人に
なってからも、それぞれの地域でまちづくり、まちお
こしに関わっていくことが期待されよう。
　マカロニチップス・プロジェクトの今後であるが、
学生との話し合いで出された意見を踏まえ、以下の三
点を今後の目標となる方向性の柱として掲げておく。
　第一は、異世代・異校種間交流の充実である。これ
までは、学園祭販売や出前授業などにより、新潟中央
短期大学、新潟薬科大学、新潟大学、加茂暁星高等学
校と交流してきたが、今後は、中学校や小学校といっ
た校種の異なる学校とも連携をはかり、ご当地グル
メ・マカロニチップスの若年者層への浸透をなすため
のマーケティングを推し進めていきたいと考える。
　第二は、「食」と「遊び」、「学び」の融合である。
2014、15年と新潟経営大学、新潟中央短期大学の学園
祭で「マカリスぬり絵教室」を開催し、好評を得た。
マスコットキャラクターを有効活用するためにも、商
品販売だけでなく、子どもたちや家族との交流を楽し
みながら、加茂のまちについて愛着を深めつつ、ご当
地グルメのＰＲを行なう仕掛けを、学生たちに考案さ
せたい。
　第三は、マカロニチップスをベースにした料理イベ
ントの企画である。マカロニチップスを材料に用いた
料理のアイデアを募り、コンテストを行ない、すぐれ
たものについては、実際に飲食店で販売してもらう。
新しいマーケットを開拓し、商品の訴求力を高めるた
めの仕掛けとして検討していきたい。
　一人でできることはたかが知れており、個人の能力
にも限界がある。高校までの学校教育は、学力なり能
力なるものを個人の内に限定化する傾向にあった。こ
れに対し、大学のゼミは、“学びの共同性”に基礎を
おく人間形成装置である。目標に向け、ゼミの中で、
メンバーが協働して活動する姿を認めることができ
た。マーケティングを意識することは、学生の関心を
他者に向けさせることになる。新しく商品を開発する
ことは、ニーズのありかを探すだけでなく、ニーズそ
のものを創りだすことでもある。人と出会い人とつな
がる――ローカルビジネスの協働体験が、学生の人間
関係力を育てることに展望を見出し、今後も「まちづ
くり＝ひとづくり」の可能性を追求していきたい。
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